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コロナ生活も２年目が過ぎ３年目に突入しました。 

令和３年度、⾧田ボランティアセンター（以下「ボ

ラセン」）では、会わなくてもボランティア同士が繋

がっていることができ、コロナが落ち着けば活動が

再開できるように、スマホの活用を呼びかけ、ミニ

講座やスマホ相談会を実施してきました。 

また、閉じこもりがちな状況の改善を期待して、 

スマホをもって楽しく散歩するためのアプリを紹介

した冊子『スマ歩』を作成。いくつかのアプリと出会

いました。 

いくつかのアプリは、これからの時代に最適なボラ

ンティアの形を提案してくれています。 

令和４年度はこういったアプリを紹介し、普及を図

っていきます。 
 

「ひとりから」「非接触で」「自分の空き時間に」「短時間で」 

できるボランティア活動を拡げます 

次のスマホアプリを活用 

●「PIRIKA（ピリカ）」ゴミ拾い活動支援アプリ 

●「Be Mｙ Eyes（ビーマイアイズ）」視覚障がい者の目になるアプリ 

 
 
 

  

 
 

スマホ画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

パソコン画面 

 

 

 

 

 

 

 

長田区社協のホームページが新しくなりました。 

右図のとおり、スマホでも自動的に見やすいレイアウトで表示

されます。 

「知りたい」「参加したい」等の機能別カテゴリーの 

ページを設けたので、目的の記事が見つけやすくなっています。 
 
 

 

2022 年度 
ボラセンの 
チャレンジ 

ホームページがリニューアルしました!! 



                         

 

                   
 
７月に３回シリーズで開催。受講者のべ２７名、ボランティアの
べ１１名、それぞれ２時間で行われました。 

撮影した画像をメールで送る基礎演習に続き、質問タイムは熱気
を帯びたものになりました。 

初日は、濱田支部⾧（神戸市視覚障害者福祉協会⾧田支部）に、視覚障がい
をお持ちの方がたいへん助けになるスマホアプリ「Be My Eyes」
を紹介していただきました。 

会場のボランティアの方々は、 
とても興味深そうに濱田支部⾧    詳細 
の話に聴き入っていました。 
   

  

                        
                   

 

ビーマイアイズは視覚障がい者の「目」になるアプリです。「支

援をして欲しい視覚障がい者」と「支援するボランティア」に分

かれてビーマイアイズに登録することでスタート。 

たとえば、視覚障がい者は、自動販売機でコーヒーを買いたいと

き、どのボタンを押せばコーヒーが出てくるのかわかりません。

そんなときに、ビーマイアイズを使います。 

 

①視覚障がい者が自動販売機の画像を撮り、ビーマイアイズを

使って電話をかけます。 

②（不特定多数の登録ボランティアに）電話がかかってきます。 

③そのとき、ボランティア活動のできる人（あなた！）が電話

に出ます。 

④視覚障がい者から撮影した画像が送られてきます。 

⑤あなたは視覚障がい者が望んでいることを電話で話してあ

げればいいだけです。 

 

たとえば「ホットコーヒーはどれでしょうか？」⇒「上の段の右

から３つ目のボタンです」というように。 

これでボランティア完了！ １分かからないことでしょう‼ 

視覚障がい者に個人情報が提供されることも

ありません。            詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとりからできるスマホ・ボランティア講座（7 月開催） 
 

ビーマイアイズ 
（Be My Eyes）って 

なに?! 



                         

 
                   

 
７月２７日（火）に冊子『スマ歩』を利用したボランティア活動
を体験する会を開催しました。 

参加者７名とボランティア１名。 

JR 新⾧田駅前→鉄人広場→大正筋商店街→新⾧田合同庁舎→六
間道商店街→大正筋商店街のコースを２時間散歩しました。 

参加者で「Be My Eyes」や、歩くだけでカンボジアの子どもに
靴を寄付できるというアプリ「Manulife 
Walk」をインストールして試しました。 

また、写真を撮って調べるアプリ「Google 
Lens」の使い勝手も確認できました。 

楽しく散歩するアプリを紹介している
冊子『スマ歩』ご入用の方はボラセンま
でお問い合わせください。  

 
                         

 
 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

  
１０月に２回、LINE に関するスマホ講習会を行いました。 

１２月には、開催希望のあった地域にボランティアが直接出向
く、出前スマホ講習会（LINE）を実施。 

宮川婦人会の方を対象に宮川地域福祉センターで開催しまし
た。 

受講者のべ９名、ボランティアのべ７名。 

「けなげ犬活動グループ」、「つながる居場所」、「竹の子会」のボ
ランティアグループのメンバーの方がボランティアとして参
加。 

今後も地域の要望に応えていくため、スマホボランティアを募
集しています。 

かんたんなスマホ操作ならできる 詳細 
という方はぜひご連絡ください。   

 

 

 

 

 

 

 
 

誌面の記事はホームページにより詳しい記事が掲載されています。ぜひご確認ください！！ 

ひとりからできるスマホ・ボランティア講座番外編 お散歩スマホ会 
 

あなたの地域に出向きます!出前スマホ講習会（LINE） 
ボランティアをしてくださる方を募集しています!! 



                         

 
                         

 

 

 

 PIRIKA（ピリカ）はアイヌ語で「良い」
「美しい」の意味。日本産のアプリです。 

『スマ歩』では「世界いち
簡単で夢のある散歩の仕
方」と紹介しました。 

活動内容はゴミを拾うだけ。 

拾ったゴミの画像を送ると日本中から
「ありがとう」や感謝のコメントをもら
えます。しかも、瞬時に! 

ゴミはタバコの吸い殻１個拾うだけで構
いませんし、逆に「ありがとう」の言葉を
贈るだけでもかまわないという究極のお
手軽ボランティアなのです。 

この度、いっしょに PIRIKA を使おうと仲間が
集まり、ボランティアグループが３つ誕生し
ました（「コスモス」と「もみじ」と「ほほえ
み」）。「ほほえみ」は活動の中で「コスモス」
に合流し、現在２団体で活動しています。 

また、⾧田区で PIRIKA を使って活動をされて
いる方々の情報交換の場として、「ながた
PIRIKers（ピリカーズ）」もつくりました。 

そして現在、『スマ歩 第２章』（仮）の作成を
進めています。より大勢の方々に PIRIKA の良
さを知っていただき、活動の輪に加わってい
ただきたいと思っています。 

楽しいイベントも企画していきます。ぜひ一度
PIRIKA の世界を覗いてみてください。 

Android 版 

 

 

 

 

iPhone 版 

 

 

 

 

          

                         

 
                         

 

 

 

 

 

神戸市在住の６５歳
以上の方が対象。 

指定の高齢者施設で
ボランティア活動を
行えばポイントが貯
まる制度です。 

高齢者施設は⾧田区以外も選べるので、ボランテ
ィア活動の幅が広がります!詳細はＫＯＢＥシニ
ア元気ポイント事務局にお問い合わせください。 

 

 
 
 
 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

⾧田ボランティアセンター 神戸市⾧田区社会福祉協議会内 
www.nagatavc.org（上ＱＲコード） 

〒653-0016 神戸市⾧田区北町 3-4-3 ⾧田区役所４階 
電話:078-574-2408  FAX:078-574-2427 

nagatavc@aqua.famille.ne.jp（下ＱＲコード） 

 

 

 

 

 

ボランティアグループ ながた PIRIKers「コスモス」「もみじ」誕生 
 

ちょこっと得するボランティア ＫＯＢＥシニア元気ポイント制度 
 


